
コロナ自然通気形開放式石油ストーブ 

取扱説明書 
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このたびは、コ□ナ扫油ス I -ーブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった穫ちお使いになるちびい 
つでち見られる所に[保証書」ととちに大巧に 
保管しでください。 


乾電池別売 



凸特に注意しでいただ童たいこと ， A 

(ちをのために必すお守りくだちい）-1〜3 

丰口油の南蕾についで一 — -——3 

且使巧する場所-3 

□ 甚部のち称-3 

•が観図 - 3 

•構僮図-3 

囚使巧前の準備- 4-6 

•開こんと部品のじッ I -:-4 

•燃料-- ■己 

•総由-:--——6 

•点乂前の準備と確認——- —6 

m 使巧ち法-一- - 7-8 

•点乂 - 7 

•炎の調節-8 

•消义-8 

回巧震自動消乂装置---9 

田日常の点検*手入れ-9〜11 

□ 定期点検 — - - 11 

回故障-異常の見分けちと処置ちま-12 

阳部品交換のしかた 一- - -一- 12〜13 

田保管(長期間使巧しない場さ） 13 

旧化様-14 

旧アフターサービス-14 


乾電池は付属されていません。 

乾電池(単一形) 2個をお買い求めください C 
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国巧に i 主意していただまたし、こと度をのたゆに必ずお守りくださし、) 


r 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。内容 
をよく理辭しでから本文をお読みください。 


么危険 
A 警告 


么注意 


この表示を無視しで、誤った取り扱いを 
すると、人か’死亡、重傷を負ラ危睽また 
は火災の盾険が差し迫っでをじることが 
想定される内容を巧しでいます。_ 

この表示を無視しで、誤った巧りおいを 
すると、人が巧こ、重瘍を負ラな能性ま 
たは义おの可能性び想定される内容をお 
しでいます。 

この表巧をおおしで、誤った取り扱いを 
すると、人び傷害を負ラ巧能性や物の損 
害の発ちが想定されるの客を示しでいま 
す。 


A 



〇 


給表示の例 

A 記号は注意を淀す内容があることを告げるちのです。 
図の中に具体のなを意の客 （ 在図の場合は一艘的なを 
意）が描かれでいます。 

&記号は禁止の行為であることを普げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止の客（在図の揚含はガソ 
リン禁止）が描かれでいます。 

〇記号は行為を指おする内容をちげるちのでず。 

图の中に具体的な指示の容（を図の揚さは一艘的な巧 
為の指示）び巧かれでいます。 


么危険 ( DANGER ) 


づ、 " I ンがぉ 

刀ソリンなど揮発性の高いミ由は、絶対に使巧しないでください。 
乂災の原因になります。 



逸 ^ 警告 (WARNING) 


スプレー吿厳禁 
スプレーちや力じットこんろ用ボン 
ベなどをス I -ーブの上や周西に放置 
しないでください。 

熱でちの圧力び上びり、爆発し、后 
険です。 

カーテン、可燃物近接厳禁 

カーテンや燃えやすいちののそばな 
どでは使巧しないでください。= 
火災の原因にな0ます。 





換気お要、 Jpk 

換気せすに使巧しつブけないでくだ 
さい。酸素び不足すると、不完全燃 
焼し、一酸化炭素などび発ましでか I //-- Wra ：：-^ 

養になるおそれびあります。また、 t — 1が^- 

乳幼巧や呼吸器疾患などのかたは 、 fal 
体調不良になるおそれびあります。 1 V 1 1」叫 ■ 、 

使用中は必す1時間に1〜 2® (1 m 
〜2分）換気しで、新鮮な空気を補1/ \\ . 
給しでください。窓の凍結、地下室など換気び十分にお 
こなえない場所では、使巧しないでください。 


可燃 I 性ガス使用厳禁 

ストーブを使巧しでいる部屋で、巧 
燃性ガスび発をするもの（ベンジン、 11'!! 伽, 
シンナ ー 、ガソリン）、スプレーを1(巧^!;口’ 
使用しないでください。 

乂ぷや故障の原因になります。 


續るとき消乂 A 

寝るときやが出するときは、必す消 mm 

义しでください。 ( jiiiSsai ) ^3^ 

また、人目の届かないところでは、 

使用しないでください。 Ihi / r \^ 

不完ま燃焼や異常燃焼 • 义おのおそ M 

tl びぁりまず。 纖 

消乂の際は、必すしん調節つまみび ® - 

消乂位置にちど0、火か‘消完たことを確かめで<ださい。 


© 


給油時消火 

給;'由は、しんを下げで消乂し、必す /, 

乂び消えたことを確かめでからおこ ) (/ 
なつでください。 ；に苗ソ /li 

火災の原因になります。 H 气 

こぼれたな;'由は、よくふきとってく i'M ^ 

ださい。 

給;'由□ふたは糖実に締めでください。 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥[こは使巧しないでく LJU 

ださい。 a 

巧類び落下しで火びつさ、乂がの原 H 

因になります。 陸 


〇 




やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせないでくだ 
さい。 

振動や接離によつでやかんやなべな 
どの熱湯びこぼれ、やけどのおそれ 
びあります。また、なべの煮こぼれ 
によってストーブ巧部の部品び損傷 
するおそれびあります。 


錄〇 


1 








么注意 ( CAUTION ) 


燃焼中移動禁止 .. を 

火のついたまま持ち運ばない \ 

やけどのお^れびあります。 か一 ^ 

また、輯倒すると乂災になるおそれびあります。 


Q 


異常劇を用禁止 分 

におい、すすの祭を、炎の色など x 

異常燃焼を起こしたときは使用し mm 

ないでください。 イ 

緊急の場合でちあねですじしんを 
下げで消乂しでください。 

(8 ぺージ参照）_^— 

ほこりの除ま 

ほこりを、ときどき臨しでください。 U 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のおそ 
れびあります。 


変質な油禁止 

変質な油(持ち越したな巧など)、不純な油(な油が外 I V 
の;'由•が•ごみび混入したなミ由など)を使巧しないでく 
ださい。異常燃焼やしんが下がらなくなるおそれびあります。 


ふく射熱に長時間あた5ない fC 

ス I ブに直接長時間あたらないでください。 V 

お温やけどや脱か症がになるおそれびあります。 

おさ様、お年奇り、病気のち、巧ふの謁い巧 
などびお使いになる場さは、ストーブの取り扱い、部 
屋の換気、やけど、低湿やけどやおか症状などについ 
で周国の人か’十分を意しでください。 


高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、高温部(图のア= 

部か)じまなどふれないでください。 Q 

やけどのおそれびあります。 vK 

ルさいお导様やからだの不自由なちのい 
るご家腫では、特にま意しでください。 

純正部品の使用 

しんなどの部品は、必す純正部品（指定された 
部品）を使巧しで<ださい。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 


分辭修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理や改造は危睽です。 

お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないと青または保管するとさは、 
必すな油を抜いで、乾電池をおりはずしでくだ 
さい。傾けたり、横倒しの状態では保管しない 
でください。 

火ぶのおそれびありまず。 

運搬ずるとさ 

ストーブを運搬する場舍は、巧タンク巧の灯';由 
を抜いでください。 

運搬の途中でな;'をびこぼれで周固をちすおそれ 
びあります。 


次の場所では使用しない 

义おやを想しない事故の原因にな0まず。 (\/ 

•が平でない場所、不安定な場所 
•風のあたる場所、部屋の出入□や屋外 
•ほこりや湿気のをい場所 
•不を定な物をのせた棚などの下 
•可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 
•温室（ビニールノ\ウス)、飼育室など人のいない場巧 
•理•美容室、クリーニング店などスプレーや化き薬品 
則ちう护戸斤 

.マントルピースなどストーブか’囲われる揚所 
•直射曰がのあたる場所 _ 

可燃物との距離を離ず 

燃えやすいちのや障善蜘 
とは、必ず図に示す距離 
をとつで設置しでくださ 150 cmlJi ± 


〇 




S ) 


〇 ® 

:された^^ 

をす。 


、。 ® 

ごさい。 


巧は、 


〇 


居室內給油禁止 

給ミ由は、必す火の気のないところでおこなつで 
ください。火災のおそれびあります。 


廃棄ずるとを 

ストーブを廃棄処分すると苦は、脚す巧タンクの 
のな巧を給油ポンプなどで巧いで、電她ケースか 
ら乾電独を巧りはすしでください。 （1 1ぺージ参徽 
なミ由や乾覃池び入ったまま廃裏するとリサイク 
ルの際に思わめ事故になるおそれびあります。 

正常燃焼の確認^ 

燃焼中はと苦どぎ炎を見で、正常 
に燃焼しでいることを確認しでく Q ろ 

ださい。 （8 ぺージ参照） r ： y 

しんが上びりすぎたり、燃焼筒が^ 
ずれでいるとすすけで異常燃焼し^ 
たり、火がの原因になります。 ~ ^ 

掃除機の排気にミ主意 

燃焼中に掃陈機の排気などをあで 
ないでください。 

風があたるとホ义び出たり、異常 
燃焼の原因になり危険です。 


水かけ禁止 を'' 

ストーブじは、水をかけないでく " |1 

ださし、。 巧 K 

かがかかるとがな筒、天板のほラ 
ろうが割れることがあります。_ 

日常のお手入れ時の注意 

曰常の点横-手入れは必すおこな に- 

って ください。 Q 載 

点検•ま入れは、ストーブびちえ 
でからおこなつでください。 

(9 〜11ぺージ参照） づ1 

やけどのおそれびあります。 -^ 


0 


〇 




〇 
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特に注意しでいただきだいこと(安堂のために激ずお巧りくだをい) 


お願い （NOTICE) 


口油の廃棄 

な油の廃棄赃分は、灯ミ由をお買い求めになった販売店に 
ごホ目談< ださい。 




使用ずる場所 

効果的に使用ずるために 


•部屋の中央部に置くと暖められた空気び巧流循揚し、室巧の温度むらびかなくなり、効果的な暖房ができます。 
•扇風機やサーキュレーターなどで室内の空気を巧流させると、より効果的な暖房びできます。 


参ストーブに直接、風びあたらないようを意しでください。 



各部の名が! 


外観固 


(イラストは SL -66 A ) 


のぞぎ想 


ホ乂 びこ_ 

巧固自由]消父質]!它ットを兵’ 
しん闹節つまみ- 


•巧が筒止めねじ 


点乂レバー 


宙台止めねじ 


構造図 


燃焼商つまみ' 



しん巧そ 



巧巧白動お义装置 



しん票の筒 


ミ由止力け一 


しん案の筒パツキン 




巧タンク 


給巧□風た 


点义ヒータ 


点义装置 


-覃池ケースカバ- 



空化クース 


X お一お乾電池(別贵 ） 2個を使田します。 










国使用前の準備 

開こんと部品のセット 


なの順唐で準傾しでください。 


' 


S 

1 .包装箱からストーブを出す 

燃焼筒巧え—— 

盾 I 

IH ♦包装箱からスト-ブを取り出しでください。 

(段ボ-ル） 

,^ im \\ ♦とってをいったんはすし、燃焼筒を保護しでいる燃焼筒巧え、 

お筒支え一 
(段ボ—ル） 

巧 j 

難まえを取り踪いでください。 



♦包装箱、燃焼筒巧え、巧筒まえはストーブの保管に必要です。 

に また、取扱説明書ち忘れずに保管しでください。 

- 



2•燃焼筒をたットずる 

♦点火とびらを開いで、燃焼筒つまみをちちに動かし、燃焼筒 
びしん案内商に正しくすねつでいることを確認しでください。 


3•天坂、とつでをたツトする 

参天板をのせで、巧と巧とを含ねせで、とつでをさしこみ固定 
しで < ださい。 


•とつでの巧りび閒いで、グラグラをちに動くと持ち運びのときに、 
はすれるおそれびありますから、とつでがばねのよラにか巧筒をは 
さむよラにしでください。 


勢 


ん置台をたットずる 

—置台止めねじ 

—巧タンク脚 

♦置台の刻 EP 「正面」をス 1 •'•ーブの正面に合わせ、置台止めねじ 
(2 個)でミ由タンク脚をしっかりと固定しでください。 

置台止めねじは、対角線上に 2 力巧で固定します。 

/ SL -51 A ： ち前と左後、 


—置台 

\ SL -66 A . 左刖とち後/ 


覃池クース 


零 


電池クースカバー 


5.乾電池(単一お2個)をたットする 

♦乾電池は別売です。 

•同じ種類の新しい単一形乾電池を2個巧意しでください。 
種類の異なる乾電池、または新しい乾電池とちい乾電泡を組 
み合わせで使巧しますと、液漏れや破裂のおそれびあります。 
♦シーズン始めにすベで新しい乾電池に交換しでください。 

消耗した乾電池を使巧すると、点乂しにくい揚含びあります。 
♦後側にある電池ケースに、乾電池を電池クースの絵のち向に 
含わせで正しく 1 Z ットし、電池ケースカバーを取り付けでく 
ださい。 


•電地 ケースカバーび はすれにくい場合は、電池 ケースカバーの 中巧 
部を巧しなか’ら、下側をま前に弓 I くとはすれやすくなります。 


4 



























4。德羯前⑩攀備 


燃料 


燃斜は必ずな油 ( J 旧1号な油)を使巧しでください。 

♦ I 成を険 I ガソリンなどの揮発性の高い;巧は絶巧に使巧しないでください。火巧の原因になります。 

• 意1 変質な油、不純ロミ曲などは絶巧に使巧しないでください。 

♦添加剖や助燃剤などは使巧しないでください。 

♦灯ミ由は必す乂気-雨水-ごみ-高温および直射日光をさけた攝巧に保營しでください。 


巧油とガソリンの見分けかた 


指巧に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(火の気のない巧でおこなつでください。） 





の[油はめれたまま 


ガソリンはすぐ乾く 


変賀巧ミ由•不純な油とは • 


巧シーズンより持長期間曰化にあた容器のみたが開け水•ごみやな油な巧 
ち越しの灯油 る所や温度の高いであつたり、乳白の';由ヴほんのねすか 

所に保管したの油 をのポ U 容器で巧でち混入したな;1 

一、 一、■管した巧お 一ィ 


0 0 

靜 


0 


；) ® 

fi 巧•巧械油’ 
でんぶら巧… 


参極度に変質したちのは、貨を味 
がかったり、すっぱいにおいが 
します。 

•必す财油巧のポリタンクをお使 
いください。 

•紅油はシーブン中に使いきりま 
しよラ。 


■を質な;巧や不純な巧を使巧すると、お器の巧巧の原因にな0ます。 

•油の程度にもよりますが、1曰〜30曰のご使巧で、しんの先端に力ーボンやタールび巧着し、その部分がかたくなると同 
時に層くなっで、が震き動消火裝置が作動しでち、しんび下がらず消火しないことがあります。 

•おが大きくならなかったり、激しいにおいびしたり、誇甫觸晓したりします。 

•姐タンクに灯油が残っていでち火力びルさくなったり、しんが下びらなくなったりします。 

• 点火しでから完全燃焼まで時間びかかります。 

• ミ由タンクび福賃する原因になります。 

■巧一巧資灯油や不純な巧を使巧したとぎは… 

•ミ由タンク巧のな油をおき、きれいなな';由で2〜3回なっでから使巧しでくだちい。 

(悪い巧び残っていると再凳します。） （1 1ぺージ参照） 

♦しんの手入れをしでください。 （9 ぺージ善照） 

• しんの手入れをしでち効果のないとさはしんを巧換しでください。 

しんの交換はお買いホめの販売店または、コ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 


変質なお、不純な油力*原因で修理を依頼されたとさは、保証期間中でち保証の対象がとな0ます。 
変質なミをの処理でお困0の場合は、巧;巧をお買いずめの販売店にご相談<ださい。 








4 .使用前の準備 
徹由 


警告1給油はしんを下げて消义し、必す义か’消えたことを確かめでからおこなつてください。 


給油の手順と注意 




1.給な□ぶたを取りはずす 

♦給;'あ□ふたを左にまわしで取りはずしでください。 



2.給;巧する 

参巿販の給ミ由ポンプなどを使巧しで、油量計を見なびら給油 
しでください。 

♦油量計び r 滿 J をさしたら、給ミ由をやめでください。 


3.給油□ぶたを締める 

♦給油□ふたは、確実に締めでください。 


こぼれたの油はよくふきとつでください, 


点乂前の準備と確認 



燃焼筒のすわ〇巧認 


♦ストーブは、水平で安定のよい床 
の上に設置しでください。 


り頃锅した場所やお動の激しい場所 
で使巧すると、異常燃焼やが震白 
動消义装置の誤が動の原因になり 
ます。 


■ 




♦化粧板内の巧震自動消乂装置じッ 
卜重具を下に押しで、しん調節つ 
まみをち（燃焼）ち向にとまるま 
でまわしでしんを上げることによ 
り自動のにじットされます。 

‘■じットしなければ使巧できません。’ 
•使巧中は、它ットを具を}申し上げな 
いでくださレ。巧震自動消火装置が 
‘作動します。 
















































巧用方法 


点火 


電池点义のしかた 



. しん調節つまみをち(燃焼)ち向へまわす 

♦ち（臟焼）ち向にまわしきっで、しんをいっぱいに上げでください。 

♦まわすとさ「カチカチ J と音か’しで重いのは、巧震巨動消义装置びき動的にじ 
ットされでいるためです。 

♦一度じットされますと、しん上下は程くなり、音ちなくなります。 


2.点义レバーを巧し下げる 

参点火とびらをひらき、点火レバーをゆっくり f 申し下げでください。 

燃焼筒か‘愼ぎ点火します。 

•点火を禮認しでから、点火レバーをちとの位置まで静かに戻しでくだ 
さい。 

•点火ヒータ巧迫から白趣び上か‘るだけで点义しない攝合は、点火レ/をか 
し戻すとな火します。魄に強く巧しつけると点义しにくくなります。） 

•点火をを点义操作をそのまま続けでいると、点义ヒータのフィラメントび断 
線したり、破損の原因になります。 


3.燃焼筒のずね0をお詔ずる 

♦燃焼窗のつまみを持って、左ろに2〜3回動かしで、しん案内筒に正 
しくすねつでいるかを链かめでから点义とびらをしめでください。 


| [^注意1 点义揉巧をは略す燃焼筒のすわりを確認しでください。 

燃お筒がし片慮の筒に正しくずわっでいなかったり、燃焼筒びザれでしんを踏んでいると、最班から班火ですすけで異常燃焼し 
たり、火災の原因となりまず。異常燃焼した場含は、しりたんしんを下げで燃焼筒を正しくすえ巧けでから、ちラー度点乂操作 
をしでください。 


マッチ点义のしかた（万一点义ヒータが使えないとき） 


1. しん調節つまみをち（燃焼）ち向にまわしきっで、しんをいっぱいじ上げでく 
ださい。 

2. 点火とびらをひらき、点火レバーを巧し下げで燃烧筒を傾け、マッチで点火し 
たら点乂レバーをゆっくり戻しでください。 

3 .燃焼筒つまみを持って左ちに2べ^3回動かし、燃焼筒のずわりを碟力、めでから 
点义とびらをしめでください。 

点义操作後は必す燃焼筒のすわりを確認しでください。 


爆 





laKfcl ♦燃焼筒つまみを持つでマッチ点义すると燃焼筒すれをおこしやすくなります。マッチ点义は、点义レバーを巧し 
下げでおこなつで < ださい。 

•マツチの燃そかすをしんは巧や置台の上に置かないでください。义災や事巧の原因になります。 


•のめでご使巧になると苦や、しんの手入れ、しんの交換、から焼きなどをしたときは、給油を20分な上放置しで、しんに十分な 
巧びしみこむまでおまちください。しんに十巧な油びしみこまないラちに点乂すると、义力び不十分だったり、しんをいためる 
原因になります。 

♦巧めでご使巧になるとき、点义後しばらく多少のにおいがしますが、これはス I ブに巧着しているミ由などが焼けるときのちの 
で異常ではありません。 




















































5 .使用方法 

炎の調節 



炎の調節はしん調節つまみでおこないます 

♦しん調節つまみをち(燃焼)ち向にまわずと炎か’巧び、を(消火)ち向にまねすと 
炎びルさくなります。 

必す正しいがの巧おに調節してご使巧ください。 

♦点火後、しだいに火力び強くなつで、1日分くらいたつと火たび安定しまず。 
おび勢いよく環がじなり、明るい白光おで燃えるのび最良火力です。 


• GA ミ主意おおやはとさどぎ炎を見て、正常に燃焼しでいることをお認しでください。 




炎の状態を見ながら下國の正しい巧の巧腹じ調節し、しんの下げすぎやしんの上ばすぎの状態にならないよラにし 
でください。 


しんの下げすぎ 

乂虹よ0炎か’出ない 


乂皿 



正しいおのが態 

炎の長さび1〜3饥1 



しんの上げすぎ 

外が筒の巧壁におびあたる 


X 



>な乂後15〜20おたって、部おお)な巧の伸びがあるとぎは、燃焼商つまみを持っで左ちに昆く2〜3回動かしでください。（燃焼 
中は、燃焼筒つまみが熱くなりますので、やけどをしないよラにを篇しでください。）それでち巧び巧びできたら、しん調節つ 
まみをゆっくりを(消火)ち向にまねしで、正しい巧の巧なじ調節しでご使用ください。 

>点义後そのまま放っておくと しんの上ばず ぎのよラに巧が伸びで、すすや一蜡化が巧が结生することがあります。このよラな 
とぎはおのがおを見なびら 正しい 巧のががに前節しでくだちい。また、 しんの 下ばずぎのがおで燃焼しますと、においや一酸 
化鹿萬が黄をするばかりでなく、しんじカーボンが巧唐し、しん銅節ち重くなります。このよラなときはしんのま入れをしでく 
ださい。 （9 ページ參お） 

んんを下げたがおから急にしんを上げると、一時のに巧び大きくなり、すすがち生することびあります。しん調節つまみをち（燃 
獻方向にまわすときは、巧を見ながらゆっくり操作しでください。 


消义 


消乂のしかた 


1.しん調節つまみを左(消义) 
方向へまわず 

•しん調節つまみを左（消火） 
ち向にゆっくりとまるまでま 
わしで、しんを下げで消火し 
でください。 


»巧震き動消义装置じットを具を巧し上げたり、ストーブをゆさぶつた 
り、愼けたりしで消义しないでください。 

>3〜5分で消义します。 

んん調節つまみは約1回扇しかまわりませんので、それむ上むりにま 
わさないで < ださい。 



2.消义の確認をする 

♦必す消火の禮認をしでください。 

i ■巧 S 自なお义装置が作巧した巧さは… 

'• しん調節つまみをまねしで消したときに 
' <らベ、消火時の臭気が強くなります。 

•変質阿油などで、しんの上部に夕ールなど 
;び多ぐ付着しでいると、巧震自動消乂装置 
び作動しでをしんび完まに下びりきらない 
で消义しないことがありますので、拟すし 
' ん調節つまみをまわしで消义の確認をしで 
ください。このよラなときは、しんのま入 
れをしでください。 （9 ページ参照） 


消义後再点乂ずるときは… 


消火後すぐに再点火すると燃焼筒の温度び高くで、点火しなかつたり、においびします。また、点火ヒータのフィ 
ラメントび斷線する場含びあります。燃焼筒びちえるまで、5分位待つでから点乂しでください。 
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強い地震や振動、衝撃を受けたと苦は対震自動消火装置び作動して自動的に消火しまず。 

化糖板巧の対震自動消火装置じット金具を下に巧しでじットしで、しん調節つまみをち(燃焼)ち向にとまるまでまねしで 
しんを上げると、自動の【こ巧震自動消乂装置はじットされます。 （6 ページ参照） 


•巧震自動消火装置は、 JIS に定められた100〜200ガルの振動によりた動するように調整しであります。 

したがってご使巧中における弱い曰雷的な振動、傾斜ではお動しません。 

•変質阿油などでしんの上部にタールなどび多くが着しでいると、巧震白動消乂装置び作動しでちしんが贵全に下がり草らないで 
消火しないこと力<あります。このよラなときはしんの手入れをしでください。 （9 ぺージ参照） 

♦地麗によって作動した攝含は、周囲の巧燃物、ストーブの損傷、灯‘油のあふれなど異常びないことを確認したあと、再点义しで 
ください。 


国日常の点巧•手入れ 

しんの点検-手入れ（月1回） 


変質巧巧や不純な油などでしんの上部にカーボンやタールび巧着し、不具含び生じたとき （5 ページ 
参照）は、しんのま入れをしでください。 


しんの手入れのしかた 


しんの字入れをするときは、風のあたらない場所でおこなつでください。風びあたると炎び巧びたり、異常燃焼の原 
因になり危険です。また、しんの字入れ中はにおいびしますので十分換気をしでください。 


1•巧タンク巧のながを巧ま取る。 （11 ぺ-ジ参照) 


2•点义揉作をし、正しいおのが態で燃焼させる。 口〜8 ぺ-ジ 参腐) 


3•そのままな巧びなくなつで、义力びかさくなるまで®屋する。 


4•义力がルさくなつたらしんをいっぱいに上げ、消义するまで燃焼させる。 


• しんがかたくなっでいるときは、しんの字入れを2〜3回おこなつでください。 

• しんの寺入れ後のご使巧は、給;巧を20分な上待ってしんに十分灯油がしみこんでから点义しでください。 
しんに十巧巧巧びしみこまないうちに点义すると、乂力が不十分だったり、しんをいためる原因になります。 


■なのようなとまは新しいしんと交換しでください。 り2ぺ-ジ養照） 

♦しんの手入れをおこなっでち力ーボンゃ夕ールびとれず、効粟がないとき。 
♦しんか‘水を含んでしまい、しんの上下操作が重くなったとき。 

参しんの上部び消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になっているとき。 


〇 











7. 日常の点検-手入れ 

おお•ま入れは、消义をストーフが十分をえでから、おこなってください。 

•対震自動消火装置を分酷したり、油で占んげこりしないでください。 

•しんの標準出寸法は lOmm です。のったり、長く引き出したりしないでください。 

• しん案の筒-油タンク-燃焼筒は変おさせないでください。 


点検箇所 


点検する内容 


処置方法 


m 台 
巧タンク 


>油漏れ-迪のたまりや液のにじみびない 
か。 


♦猫のたまりや、巧のにじみはみきとる。 

♦油おれのある結合は、お員い巧めの巧壳巧に修理を巧巧しでく 
:ださい。 


使 

用 

ご 

と 


が 

観 


化粧お、油タンク 
屋台、ガードなど 


I ほこりや巧れびないか。 


•やわらかい巧でふぎとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでください。） 


天 


板 


•化絕などのほこりび焼きつし、でいないか。 


♦しめらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふきとる。 


ストーブの同囲 


•巧燃物がないか。 


>固面を整理-清掃し、巧燃物は取り除く, 


乾電泡 


>点乂ヒータの巧熱び弱くないか。 
>点乂しにく <ない力'。 


>新しい乾電池と交換する。 


しん案内筒 


月 

1 

回 


点义ヒータ 


巧 

2 

回 


2 

力 

月 

に 

1 

回 


巧巧宜動消义装置 


月 

1 

回 


I たいらの部巧に燃えかすなどがたまつで 
し、ないか。 

( 燃えかずなどげたまると觸焼简のずね1 
りを悪くしで、燃焼を阻客することび 
あります， 


•外が筒止めねじに本)をはすし、 ナ, 、この立 n な© ドちイバ- 
外巧简たットをはすしでから、たいろの□け^ ^ / / 
©ドライバーの巧で燃えかすな 
どを巧0除く。 

• しんの巧端をしん案内筒のた 
いらの部分にさねせ、 紙るか 
すびみぞに落ちないようにを 
意しでくだまい。 



点乂ヒータのの 置 （しんとの間隔）は正 
しいれ 

フィラメントび、しんにがしでちよラ'! 
ど良い位 S にないと点火しにく くなり 
ます。 


I 点火レパーを巧すと、しん累巧 
巧から点乂ヒータび出できます。 

しんのおび 10 IM のときに点乂ヒ 
—夕の位 g がちよラど良いとこ 
ろになります。 

•点火ヒータのの置巧おは、お’の mm 
貢い巧めの販责巧に巧巧しで 
くださし、。 


1mm 



♦フィラメントの巧お、敞線はないか • 


>変形はマッチ樣などでまつす 
ぐになおす。 

>変形がなおらないちのや、断 
線したをのは取り替える。 
(13 ぺージ参照） 


フィラメント 



而動具き J 

• しん網節つまみをち(燃焼)方向へまねし 
でしんを上げ、ス I ''ーブを前後に強く動 
かしたとき、巧震自動消火装置力 t 作動し 
で、しんが最後まで確実に下びるか。 


>感震部、作劃部を点檢する。 

f 外お筒止めねじ （2 本)をはすし、がお筒 t ツトをはすしで点 
検しでください。 


しん案内筒パッキン 


际震部( ふりこ、ベース )1 
♦ごみ、異物、ほこりなどび巧着しでいな 
し、か。 

g ち動部 (たット金質、巧動を具、しん跨てばね)1 

♦が麗白動消 W 装置をが勸させたと吉、し 
んび確実に下びるか。 

♦ごみ、異物、ほこりなどび巧着しで、動 
きび悪くないか。 


♦やわらかい巧で、ごみ、異物、ほこりなどをぎれいにふぎとる。 



(1 ち動部んんり 
参しんの上下は スムーズ カ、 
•タールのは着はない力％ 


>のびたり、のれたり、傷んでひびが入つ 
でいなレか。 


• しんのを入れをする。 （9 ぺージ参照） 

♦効果のない場さは、しんを交換する。 

(お買い巧めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓 
□にご相談ください。） 


• バッキンに、のび、防れ、ひびなどび入つでいた場含は交換する。 
(お質い巧めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓 □ 
にご相談ください。） 












7. 日常の点横-手入れ 


■油タンク巧の変質な;巧や不純な油を取り除くとぎは…_ _ 

化居ち法（义の気のないところでおこなつでください。） 

1.化粧板巧の巧震白動消火禁置むツト金員を上げで、巧震白動消火装置を作 
動させでください。 

2 .油タンク内のなミ由を國のよラに抜き取り、きれいなな油で2〜3回满つで 

ください。 

3 .ごみなどび入つでいたら、取り除いでください。 

4.良質のな油を、巧量計の針か’ r 巧 J をさすまで給油しでください。 

しんの手入れちあわせでおこなつでください。（目ぺージ参照） 


回定期点巧 

長期間ご使巧にな0ますと、機器の点検び必要です。 

2年に1回程度、シーズン終了をなどにお買い求めの販売店または、修理資格音〔(財）曰あ石ミ由燃焼機器保守協舍 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修了者 （6 巧機器技術管理±)など]のいる店などに点検の頼 
されることをおすすめします。 



愛情点検 

長年ご使用の石油ストープの点検をぜひ！ 

の 

こんな症;(犬は 
あ日ませんか 

! •ミ由ちれびする。 

•巧び不哀定でススや黒煙びおる。 

1 •器真を強くゆすつでちおび消えない。 

•焦げるよラなにおいや目びチカチカする。 

•その他の貢常や故障力*ある。 


ご使用中止 


巧障や辜巧の防止のため必す販売 
店にご達給ください。点検•修理 
についでのご頁用など詳しいこと 
は販売店にごホ目歡ください。 
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圓故障-異常の見分け方と処置方法 


参;欠の表にちとつ’いで、お確かめください。 

参処置ちまにより処置しでち良くならないとさは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 


\ 現象 

原因 \ 

点 

义 

し 

な 

し、 

ポ 

□ 

ボ 

□ 

と 

义 

が 

お 

ど 

る 

お 

び 

か 

た 

ぶ 

る 

に 

お 

し、 

び 

す 

る 

ホ 

义 

や 

ス 

ス 

び 

出 

る 

炎 

び 

ろ 

ぎ 

< 

な 

ら 

な 

い 

し 

ん 

上 

下 

操 

巧 

び 

重 

い 

し 

ん 

が 

下 

び 

ら 

な 

い 

し 

ん 

び 

す 

ぐ 

下 

び 

ご 

で 

し 

ま 

ラ 

消 

义 

し 

な 

い 

火 

の 

ま 

ね 

<0 

が 

涯 

い 

処理方法 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

水、変質な油、不純な油力 f 混入しでいる 

D 

■ 

D 

□ 

□ 

D 

D 

D 

■ 

□ 

□ 

'油タンク内の化、油を抜さ、きれいな灯 
油で洗い、しんち交換する 

9-11-12 

しんに十分な巧力 S しみこまないラちに点乂した 

D 

1 

1 

1 

1 

D 

1 

1 

1 

1 

D 

給油をはしんを下げで 20 分が上待ち、 
しんに十分の油びしみこんでから点火す 
る. 

7 

しんの上げすぎ 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

正しい巧の状態になるよラにしんを調節 
する 

8 

しんの下げすぎ 


■ 

■ 

□ 

■ 

□ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

燃焼茵のすわ〇が愚い 


D 

日 

日 

D 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

燃焼筒つまみをちちに動かしですわりを 
なおす 

7 

長時間閱め切った部屋で度巧している 

■ 

□ 

■ 

□ 

■ 

□ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

窓をあけ、部屋の 賴 気をする 

1 

しんに夕ールが巧窗しでいる 

□ 

■ 

□ 

□ 

■ 

□ 

□ 

□ 

■ 

□ 

□ 

「しんのま入れ j をずる1 

谷 

しんの取り巧けがしん押えにピッタリしでい 
ない 


• 


1 

1 

1 

B 

B 

1 

1 

1 

正しく取り巧けなおす 
(お貴い巧めの販费ほまたは、おおくの 
コ□ナお客樣ごホ目おお□にごホ目跋くだ 
さい。） 

— 


目 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

変おをなおすかな換する 

10.13 

乾巧地び正しく；^つでいない 
または、消耗しでいる 

目 

1 

1 

1 

1 

■ 

1 

■ 

■ 

■ 

■ 

受©を正しく入れる 
新しい乾巧巧と巧巧ずる 

D 

風または、おおを受けでいる 

1 

目 

□ 

日 

□ 

□ 

■ 

■ 

□ 

■ 

■ 

店1の S たらない巧巧で使用ずる 
振動を受けないよラにする 

B 

しん上下おおが巧巧しでいる 

扫 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

口 

目 

口 

白 

■ 

販売店に巧煩しですぐ梅理する 


巧おき®お乂裝宙び i 助话しでいる 



■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

白 

□ 

■ 

■ 

販壳店に故頼しですぐ樓理する 

— 

しんの上に燃焼巧び のつ でいる 


■ 

日 

日 

D 

1 

1 

■ 

■ 

1 

1 

しん上下巧巧を保りおし、燃焼商つまみ 
をちちに動かしですわりをなおす 

7 


画部品交換のしかた 

部品交換のときの注意 


不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整か’必要な場含には、お買い求めの販売店または、修理 
資格者[(財）曰本5ミ由燃焼機器保守協舍でおこなラ按術管理講習含修了音（扫油機器按術管理±)など]のいる販売店に 
ご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指をください。 

しんの交換 


I ♦しんの交換は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごホ目談窓口へ依頼され 
ることをおすすめします。 

:♦しんは必す検査に含格または認証された [コ□ナ巧正しん SL -66 A は S し- 221 巧、 SL -51 A 

は S し- 111 巧 J (ちの7-ク付）をご使用ください。 

器具に適合しないしんや、粗悪なしんを使巧しますと、性能を十分発揮でぎないばかりで 
なく义災や中養の原因になります。 

:•しんの交換ちまは、養しんに同こんの「石;'由燃焼機器巧しん取扱説明書」にしたびつでく 
ださい。 
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10。部品簽換のしかた 
点火ヒータの交換 


1•乾電池を取0出す 


2.巧炎筒じットをはずす 

♦外炎筒止めねじ2本をはすし、外お筒 t ットをはすしでください。 


3.点义 ヒータを はずす 

•点火レバーを巧し下げると、しん案内簡から点火ヒータ 
び出できます。 

•点义レバーを巧したまま、古い点火ヒータを巧しなびら 
左にまねしでソクツトからはすしでください。 


点义 ヒータ 



4.新しい点义ヒータを取0巧ける 

♦点火ヒータのヒータ乃ードを下側にしで、ソケツトに取 
り巧けでください。 


ガードを下にする 



ソクツト 


©まむす 


m 保管很期間使用しない場さ） 

おしまいになるとぎは、曰常の点検•字六れの頂を参照し、次の更領で保管しでください。 


1 . 油タンク巧の巧油を巧き取ってください。 （11 ぺ-ジ黄照） 

♦化、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あぎの原因になったり、しん上下不良の原因になることち 
あります。 

♦なミ由を拖いたあとは、内部をよく乾燥苦せでください。 

2. しんのま入れをしでください。 （9 ぺ-ジ参睛） 

3. 必ず乾電池を取りはずしでください。___ 

4. 内部のごみやほこりを取っでください。 

参化粧板まで取りはすし、掃除機などでごみやほこりを取り陈いたのち、ちとどおりに組み立ででください。 

(列炎筒止めねじ （2 本）をはずし、外炎筒 t ツトをはすしでください。） 

5. ス I ブのが観を掃おしでください。 （10 ページ養照） 

•六ツキ部分はやわらかい巧で、璧装部分やほラろラ部分はしめらせた巧で汚れを落としでから、からぶきしで 
ください。 

6. 巧震白動消义装置を作動させでください。 （10 ぺ-ジ参照） 

7. 包装箱に入れで、乾燥した場所に水平に保管しでくだちい。 

參 |成注意 I 傾けたり、横倒しのが態では絶巧に保管しないでください。 

•取扱説明書は、な証書と巧に大切にお舊しでください。 

•来シーズンにお使いになるときは、巧震自動消义装置の作動を 2 〜 3 ◎くりかそし、しんび最後まで下か‘ることを確かめでく 
ださい。 
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睡仕様 



国アフタ■ヴ■ビス 

保証について 

•このコ□ナ百油ストーブには保証 客 力でいでいます。 

「お貿いあげ曰■販売店ち J などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保营しでください。 

♦保证期間はお買いあげいただいた曰から1巧間です。 

参巧のよラな原因によるが障および單故につぎましでは、保溫のがをになりませんので注患しでください。 

■ 変質阿迎や不抑の■ミあなど、またな油が列の燃料使巧による故障や事故。 

♦誤った使巧ち巧によるが障や事巧。 

修理を依頼されるとき 

参本書の「故障■異常の見分けちと処置ちま J (12 ページ参照）の頂にしたか’っで調べでも良くならないとさは、お買い求めの 
販売店または、おおくのコロナお客様ごホ目談窓□にご連給ください。 

♦ご連溢いたださたい内容は巧の通りです。 

こ SS の呼び}保-証書をごらんくださぃ。 

■お買いあげ曰 

•巧障がミ兄（でぎるだけ具体的にご連給ください。） 

•ごを巧-ご巧咨-お電話蛋号 

•修理に際しては、保征書をご提示ください。保訪期間中であれば保証書の規定にしたがって無料修理させでいたださます。 

_ •ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコ□ナお客様ごす目談窓□にお問い含ねせください。_ 

■保說期間び過ぎでいるとぎは 

♦お買い求めの販売店にご相談ください。修理によっで使巧で苦る製品についではお客様のご要望により有料慢理いたします。 

■補修巧性能部品の保有期間 

♦百ミ由ストーブの補幢巧'狂能部品（機能を維持ずるために胁要な部品）の保有期間は製造巧ち祝り棲6年でず。 

■修理に出されるとさは 

•髓 i 送時や運搬時に巧タンク巧に财;巧か’残ったままですと、傾きや振動で巧ミ由か’こ居れることがありますので、必す抜き取っで 
ください。 
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広島巧泛巧南区巧面 3-27-20 
に島巿受怔巧区巧画 3-27-20 
岡山市辰己 35-1 03 
ホ导巧呂ス黃の 235-1 
周南巧徳山享ーノなま563 V 4 


デ 731-0138 TE し (082)871 — 33*10( 
テ 731-0138 TE し (082)871 —3315( 
で700 -0976 TE し (086)243— 7751 ( 
〒が3-0の5 TE しの 859)33-81 57^ 
で 745-0882 TEL (0834)22-5567( 


福晒巧居ぎ区乗比秦 2-2-40 デ8 12-0007 

福晒巿语多运東比惠 2-2-40 三 

が几州巧か含が区愛夏 2- S -4 テ 803-0828 

鹿巧夏巿坦上 7-16-5 デ§§2-^^^う 

脂本巧尾ノ上 I - U-IS マ§お-則1ミ 

長崎県西被许都時津町在底卸巧西 74-*1 〒ち§1-§1谷§ 
夏崎巧森島 3-59-2 -880-0032 

大分巧ミを1 -19-7 〒870-0108 


TEL (092)474-5771( 
TE しくの 2)474-6001^ 
TEL (093)592-8611( 
T £ し (099)281—1 321( 
TEL わ96衫 67-7361^ 
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11き巧サーピスむンター屏闲巧度 

ほ B S »巧展3击ち 

巧ち 窠所建巧巧累 
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07002 本な•工場己を市素巧保 7-7 干 955-8510 TEL の 256)32-21 1 U 大巧表) 

柏喷工場巧崎市宝の2-58 干 945-0817 TEU 0257)23-5175( 巧表） 

長岡工場長問市下を町富ノ巧1069〒9が M 146 TEU 0258 に 2-212 U 巧勤 


沖縄地区 


九州地区 


中国地区 


四国地区 


0263 25 


北陸地区 


青森県-秋田県-着手県のお客様は最客のサービス 
へ直をおかけください。 


修理サービスや製品についでのご相談は機種さをご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごホ目談窓□じごの頼ください。 

ご爵居やご嬉爸爲などでお面りの場含は、下記のおおくの療□じご相談く 
ださい。 

咨称、所在地、電話番号は、変更する場含びありますのでご3承ください。 


FAX の 98)897-5679 


云条巧な削 3-2-1 5 
云を巧な刹3,2,15 
新巧巧呆 E 江巧1ぶィ1 

を致ち塞憂ミ寶筋 97 が 2 

を巧巧巧西がの 1-1-25 
を巧由的西新巧い 1-25 
■山巧 fficp ® T 2-3-15 
巧#巧巧 a 巧1,607 


?953-0864 
7955-0864 
で 950-0855 
甲38 1-0022 
T 399-0033 

T 920-0027 
干920,0027 
T 930*0985 
で91 8-8237 


TEL 025 S 32— 2126巧 H 
巧し 0255)32-2129 巧 H 
TEL (02 S ) な S — 913!夕哀 
TEL (026 221-5111 «R 
TEL ミ0263 )26— 0051ミけ S 

TEL の 76)260— 0567が哀 
TEL く076 260-0038 が R 
T 巨 L くの 6 444 -〇が 7 け《 
TE しの77の 23— 〇が 7 巧 R 


FAXC 03)3927-1160 
FAX 03 3927-1130 
FAX 03 3927-1160 
FAX 042)528-2382 
FAX 047 312-8338 
FAX 045 852-5540 
FAX 0 S 5 268-1569 
FAX 048 651-6370 
FAX 048 S 51-8370 
FAX 027 361-9139 
FAX 028 632-5205 
FAX 0276)38-5508 
FAX 029)241-4268 
FAX 029 836-1913 


北海道地区 


東北地区 



ホし 暢 $ 店 
礼幌サービス t ンター 
西館尝崇祈 
ほ ）II 含冀巧 
清広営業所 
訓路営業所 
化見尝業巧 

奇巧 まほ 
青巧サービスじンター 
が面営第巧 
串义面サービスたンター 
八戸ぎ窠巧 
八ロサービス它ンター 
扯巧営裳所 
化前サービス t ンター 
盛岡営冀祈 
酉闽サービス它ンター 
かお営第巧 

仙 台ち 店 
仙合サービスたンター 
郭山営黨巧 
山巧含お巧 
氏巧営装巧 


ホし幌巧良召区平な!通16 了呂南 1-1 9 
ホし晓巿白5区米ま3象2了呂 6-25 
应館巿西ち種の2 1-2 
ほ JI 1 巧乗ほり I 南1を2 了白 2-5 
帯広巿西18を化1了白 17-1 
却 I 按巿巧画町 4-1 7 
化見市実ちの 9-1-30 

黃森币ちお1了有 12-38 
青巧巿古811了宜 12-38 
が田巿泉中巧4 了目 4-18 
が记巧巧化り1=モ刈 109-1 
八戸巿巧巿4 了頁 4-7 
A 戸巧売巿4 了呂 4-7 
扯前巧田困 1-2-1 
化前巧迈画 1-2-1 
盛巧巧 P 32-1-42 
度闲巧 P お- 1-42 

巧少卜【巧水巧区が巧エ装画巧4 了頁79 

イ山お巧客が蘇区百ノ辻!の 1-7-32 
イ山台巧宮慨お区曰ノ化町 1-7-31 
敎山巧奇田 1-51-9 
山お巧東 S 苗 3-6-28 
酒苗巧1«の1-183-1 


〒 003-0028 TEUOII )864-0440 く巧表） 
〒〇 03-0873 TEL 01 1)879-2121 的表^ 
〒〇41‘0824 TElJcn 38)48-6070 が表） 
〒〇 78-8261 TEL (01 6か 7-2330 舶表） 
〒〇 80-0048 TEL 01 55)35-7518( ltS ) 
で 085-0038 TEL (0154 24-4191 f * eS ) 
〒〇 90-0064 TEUO 巧7た 6-2 103ミ巧表） 

〒〇 30-0946 TEL (017)7 の-8255(巧表） 
〒〇 30-0946 TE しの 17)743 -の71(巧勤 
〒〇10-0917 TE しの 18)864-5671( 巧表） 
デ01 0-0802 TEU 018)864—52 19(巧表） 
デ031‘0073 TEUCn 78)24 —5289(巧表） 
で031 -0073 TE し (0173)47-6609( 巧表） 
テ036 -8086 TE しの *172)28-39 の(巧表） 
-036-8086 TE しの 172)26-4770( 巧表） 
デ020 -0823 T 巨し (019)622—4791( げ表） 
T 020-0823 T 巨しの 19)604 - 0281(巧表） 
デ 023-0002 TE し (0197)22-4 巧5(け表） 

で 983-0035 761(022)235-3181 (« S ) 
デ 983-0035 TEL 022)783-1 巧 1 くげ表） 
で 963-8033 TEL か24巧38- 2240{巧技） 
で 990-2423 T 巨し 023)842 -3255(巧爱） 
で 998-0103 Te し0234 )31—057 U 巧热 


FAX (011)863-3154 
FAX (011)871-2000 
FAX (0138)48-6080 
FAX (0166)37-2338 
FAX わ 155)35 - 7510 
FAX (0164)24-0451 
FAX (0157)26-2107 

FAX (017)742-8275 
FAX (017)743-1118 
FAX (018)864-8468 
FAX (018)864-5760 
FAXC 0178)45-4290 
FAX (0178)71-1344 
FAX の 172)28 —0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX (019)622-5244 
FAX の 19)604 —0283 
FAX (0197)22-4452 

FAX の 22)236-8810 
FAX わ 22 口 83—1792 
FAX (024)938-3021 
FAX 023)642-3254 
FAX ミ 0234)3*1—0581 


コ□ナサービスセンター 
觀0120 -919-302 

たジ （修理愛が専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 • PHS 等か S は 
最香のサービスセンター 
へ!^おゎ> けぐださい。 


アフターサービスのお問い含ねせは下記へどラぞ 


お客様ご相談窓□一覽表 


巧-巧所所一巧一巧巧巧巧所所 


夕 

を^業業 


夕 

ミ、ン羅讓業業 

ずたまま 


に広巧米徳 I 偉福化鹿版長宮大 


888旧5巧の 
4 VA 竹ちの巧 
面旧の区巧寺巧 
をま里爲区法荒 
南南ちげ西正巧 
市巿巿巿巿巿山 
巧面松都戸根が 
巧が奋を巧度猛 


店-巧所所巧巧 

載棠裝集^ 

绘営営営 
吸【 d 
R ホ巧都戸お。 

大大 A 巧神彦福 


デで干デでテで 


株ぶ舍な Z 



























































































































































